
 
8

４．取組メニュー 

 

 

 

 

 

 

a．花植え・清掃の継続 

・熊野古道をはじめとして、この地域を訪れる人々の旅

心のうるおいとなるように、国道４２号などの沿道に

おける花の植栽・清掃のほか、ゴミゼロの啓発活動を

実施します 

・花植えや清掃活動にメンバー以外の方の参加も呼びか

け、地域をきれいにしようとする人を増やしながら活

動を継続します 

 

 

b．地域らしさのある景観づくり 

・地域にみられる休耕田や放置された農地を耕作するこ

とで、沿道の良好な景観をつくり出します 

・桜の苗木植栽など、沿道やその周辺地における「花木

による景観づくり」を実施します 

 

 

c．看板の規制 

・国道４２号については、屋外広告物沿道景観地区とな

っているため、違反広告物については設置者を確定す

るとともに、設置者及び広告主に対する是正指導を行

い、景観を阻害する違反広告物をなくしていきます 

・国道３１１号周辺の地域における屋外広告物のあり方

を検討するとともに、屋外広告物規制に関する周知・

啓発を図ります 

 

d．道路修景とビューポイント整備 

・防護柵の取替え時や新設道路の建設時において、景観

に配慮した防護柵を使用したり、周辺と調和するよう

に舗装等を工夫するなどの修景化を行います 

・熊野灘のリアス式海岸沿いを通る国道３１１号などに

おける眺望の良い場所として、「ビューポイント整備」

を行います 

 

e．古道の保全とまち並み景観検討 

・来訪者に気持ちよく安全に歩いてもらうため、古道の

保全ができる制度の準備や、住民の暮らしやすいまち

並み景観のあり方について検討します 

 
 

山、森、川、海などの紀伊半島の豊かな「自然」を満喫できる「ドライブルート」や熊野

古道をはじめとする地域の歴史や文化、くらしにふれあえる「ウォーキングルート」など、

多彩な「みち」を活用しながら世界遺産のある地域にふさわしい風景づくりを進めます。 

① 「みち」からみえる風景づくり 

◆ 清掃活動 

◆ 花壇の管理 

◆ 桜の苗木の植樹 

◆ ビューポイント整備事例

◆ まち並み景観への配慮
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a．マップと案内板の充実 

・峠と峠を結ぶまちのみどころなどを示した独自のまち

歩きマップを作成します 

・熊野古道を中心に各地で作ったまち歩きマップをつな

ぎ、ビューポイントや駐車場・トイレなど、地域の情

報を盛り込んだルート全体のマップを作成します 

・観光客に熊野古道までの道案内や熊野古道周辺の観光

資源、あるいは、まちなかへの誘導を行うための地域

性のある優れたデザインの案内誘導板を設置します 

 

b．地域の魅力体験イベントの実施 

・熊野古道を歩くことはもちろんのこと、自然・文化資

産を巡るまち歩きや川下り、また、地域の特産品を使

った料理体験など、この地域の魅力にふれあうイベン

トを行います 

 

c．語り部の育成 

・熊野古道の語り部の人数を増やすとともに、ガイド内

容の質的向上や広範囲のガイドができるようにガイド

養成講座を行います 

・地元の人による「まちの語り部」や「外国語のできる

語り部」を充実させます 

 

d．古民家活用の交流拠点整備 

・地域の歴史文化資源でもある古民家の有効活用策とし

て、ギャラリーやふれあいの場として開放するほか、

飲食・物販店や宿泊施設など、交流拠点としての展開

を検討します 

・過疎化で廃校となった小中学校の有効活用について検

討します 

 

e．ご当地の味の提供 

・地元の食材を用いた素朴な料理を飲食店と協働して提

供したり、イベント時にもてなしたりすることで、こ

の地域の味の魅力を知ってもらうようにします 

 

f．周遊性の検討 

・それぞれのまちの魅力をつなぎ、この地域で長く過ご

してもらうための周遊ルートづくりを行います 

・伊勢から熊野三山まで熊野古道を通して歩いたり、船

や自転車で各地を見て回ったりするために、これらの

周遊性を検討します 
 

② 訪れる人との交流づくり 

「自発的な行動で自分たちの地域を魅力的にする」ことを基本とし、この地域における

「癒しの原風景」や「もてなしの心」を育みながら、地域主体の地域資源を活かした交流

づくりを進め、「住みたくなる地域」、「訪れたくなる地域」を創りあげていきます。 

◆ 廃校の学校活用（島勝浦）

◆ サンマのすだれ干し 

◆ 旧旅籠へのギャラリー設置

◆ マコモの試食イベント

◆ まちの案内サイン 
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a． 地域内の連携の強化 

・伊勢と熊野を結ぶ地域内の連携を強め、熊野古道の各峠やそれらを結ぶまちなかの

ウォークイベントなど、さまざまな協働企画を開催して地域で盛り立てます 

 

b． 多様な媒体による情報発信 

・熊野古道や観光スポット、伝統行事、地域特産品などの地域資源や、風景街道に関

する構成団体の活動などを紹介するパンフレットを、国や地元をはじめ広く一般の

方々に向けて作成・配布することにより、訪れる人が来やすい雰囲気づくりを行い

ます。 

・シンポジウムやフォーラムなど、日本風景街道と地域の取組について考え、議論す

る場を作ることによって、この地域の風景街道を盛り立てていきます 

・地域のみどころだけでなく、構成団体の取組状況などについて情報発信していくホ

ームページを立ち上げ、運営します 

 

c．紀伊半島３県での交流 

・熊野古道に関連する三重県、和歌山県、奈良県の連携を図りながら、各構成団体等

の活動情報などを交換する交流会を開催します 

・隣り合う風景街道の取組が情報連携しやすいように、ホームページのリンクを行い

ます 

 

d．全国の日本風景街道の仲間との情報交換 

・国で準備する掲示板や情報誌の活用を行い、全国的な情報交換を図ります 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 広域的なつながりづくり 

熊野古道を軸として伊勢と熊野を結ぶことで地域内の連携を強めるとともに、三重県、和

歌山県、奈良県のつながりを具体化していき、全国の日本風景街道の指定ルートとの情報交

換や地域内外への情報発信を通じて、全国的なつながりに発展させていきます。 

◆ 熊野古道センター        ◆ 熊野川と古道          ◆ 熊野古道（三木峠口）
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※２写真提供：紀南地域活性化協議会 

◆ 鬼ヶ城と七里御浜 ◆ 飛雪の滝※２ 

◆ 風伝おろし※２ 
















